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77 ヶ店(うち 14 年度上期実施分 57 ヶ店)実施しており、これらを勘案いたしますと実

質的な 14 年 9 月末の国内本支店数は 468 ヶ店となります。 

海外支店につきましては、合併初年度に重複店舗の統合を完了しておりますが、一層

の店舗網再編を進めております。具体的には14年5月に台北支店を開設する一方、14年7

月にロスアンゼルス支店を出張所といたしました。この結果、14年9月末の海外支店数

は21ヶ店となりました。 

(3) 不良債権処理の進捗状況 

景気低迷による債務者の業況悪化や担保価値の下落が続く中､14年 9月期の不良債権

処理額は、一般貸倒引当金を含め 2,663 億円となりました。処理額の内容としては､不

良債権の新規発生等の資産劣化に伴う処理に加え、最終処理を促進する上での影響も小

さくありません。 

 なお、貸出金償却、債権売却等のほか、企業の再建・再編等を通じた債権の健全化に

も積極的に取組み、14 年度上期におきましては、破綻懸念先以下の債権について元本

総額で、約 9,500 億円の最終処理を実施しております。 

 また、経済合理性、経営責任の明確化、社会的影響を考慮した上で、3 社、925 億円

の債権放棄を実施いたしました。 

 不良債権問題からの脱却は経営の最重要課題の一つであり、最終処理の一層の促進を

図るほか、引続き不良債権処理に積極的に対応してまいります。 

(4) 国内向け貸出の進捗状況 

［14 年 9 月末の実績等の状況］ 

14 年 9 月末における国内貸出の実績（実勢ベース（インパクトローンを除く））は 14

年 3 月末比 5,495 億円の増加となりました。企業規模別では、大企業および中堅企業向

け貸出は政府機関向け貸出の増加を主因に 2 兆 5,505 億円増加しましたが、個人向け・

中小企業向け貸出は各々602 億円、1 兆 9,408 億円の減少となりました。 

中小企業向け貸出につきましては、今年度の年間増加計画＋700 億円に対し、14 年 9

月末では大幅に下回っておりますが、これは依然厳しい状況にある景気動向を背景に資


